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部

警
察
庁
が
１３
日
発
表
し
た
０９
年
の
自
殺
統
計
。

自

殺
者
総
数
は
３
万
２
８
４
５
人
で
０８
年
よ
り
１

・
８

物
増
加
、

１２
年
連
続
で
３
万
人
を
超
え
た
。

な
か
で

も
２０
代
と
３０
代
の
自
殺
率

（
１０
万
人
あ
た
り
の
自
殺

2‐0
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「自
殺
対

策
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ラ
イ

フ
リ
ン
ク
」

（東
京
都
千

代
田
区
）
が
自
殺
者
の
遺

一族

を
対

象

に
実

施

す

る

一
「自
殺
実
態
１
０
０
０
人

一調
査
」
で
は
、

着
年
層
が
死

〓難
嬢
い
説
購
舶
路
態
燕
坤

愛
知
県
に
住
む
元
会
社

員
の
３０
代
男
性
が
自
ら
死

！
を
選
ん
だ
の
は
昨
年
秋
。

ヽ
母
親
は
そ
の
８
カ
月
前
、

一
Ｉ
Ｔ

（情
報
技
術
）
関
連

会
社
を
辞
め
て
実
家
に
戻

っ
た
際
の
患
子
の
こ
と
を

鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

ほ

お
が
や
せ
こ
け
、

疲
れ
果

て
た
様
子
だ

っ
た
。

職
探

し
ほ
う
ま
く
い
か
ず
、

会

社
の
設
立
に
も
失
敗
。

明

る
く
振

る
舞

っ
て

い
た

が
、

遺
書
に
は
何
力
月
も

前
か
ら
自
殺
を
考
え
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
た
。

母
親
は

「家
族
の
誰
か

が
後
を
追
う
の
で
は
。

そ

ん
な
恐
怖
に
お
び
え
な
が

ら
生
き
て
き
た
。

家
族
を

自
殺
で
失
う
な
ん
て
思
わ

な
か

っ
た
。

だ
か
ら
こ
そ
、

一
人

一
人
が
勇
近
な
闇
題

と
し
て
自
殺
を
考
え
て
ほ

し
い
」
と
訴
え
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「労
働
植

談
セ
ン
タ
ー
六
葛
飾
区
）

３０
代
は
過
去
最
悪

一

に
は
、

年
間
５
０
０
０
件

規
模
の
相
談
が
電
話
や
メ

ー
ル
で
寄
せ
ら
れ
る
。

最

も
多
い
相
談
は
賃
金
関
係

だ

っ
た
が
、

景
気
が
後
退

し
た
０８
年
秋
以
降
は
ず

っ

と
解
雇
が
ト
ッ
プ
だ
。

ス
タ

ッ
フ
の
須
田
光
照

さ
ん
は
、

相
談
を
受
け
た

３０
代
男
性

を

気

に
か
け

る
。

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の

下
請
け
会
社
を
解
雇
さ
れ

た
後
、

仕
事
が
兎
つ
か
ら

ず
、

う
つ
病
と
診
断
さ
れ

て
か
ら
連
絡
が

つ
き
に
く

く
な

っ
た
。

「精
神
的
な

打
撃
を
受
け
や
す
い
人
に

と

っ
て
は
、

解
雇
が
菫
大

な
つ
ま
ず
き
に
な
る
ケ
ー

ス
が
少
な
く
な
い
。

若
い

人
に
と

っ
て
、

自
殺
と
の

距
離
は
近
く
な

っ
て
き
て

い
る
」
と
感
じ
て
い
る
。

ラ
イ
フ
リ
ン
ク
の
清
水

康
之
代
表
は

「日
本
で
は

主
に
中
高
年
の
問
題
だ
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、

２０
、

３０
代

に
も

広

が

っ
て

い

る
。

経
済
問
題
が
原
因
に

な

る

ケ

ー

ス
が

目
立

つ

が
、

失
業
だ
け
で
は
な
い
。

過
強
な
労
働
条
件
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
人
が
追
い
つ

め
ら
れ
て
い
る
実
態
も
あ

る
」
と
分
析
す
る
。

過
労
死
の
問
題
に
詳
し

い
用
人
博
弁
護
士
は

「入

社
１
■
２
年
の
若
者
の
自

殺
が
増
え
て
い
る
」
と
実

感
す
る
と
い
う
。

４０
～
５０

代
の
社
員
が
リ
ス
ト
ラ
で

減
り
、

以
前
よ
り
若
い
層

が
職
場
で
薫
任
を
負
う
よ

う
に
な

っ
た
。

過
醸
な
負

担
や
ノ
ル
マ
が
、

新
入
社

員
に
も
の
し
か
か
る
。

「若

い
社
員
を
取
り
巻
く
環
境

が
変
わ
り
、

ス
ト
レ
ス
は

ま
す
ま
す
強
ま

っ
て
い
る

の
に
、

サ
ポ
ー
ト
体
制
ほ

弱
い
。

そ
こ
に
闘
題
の

一

端
が
あ
る
」
。

川
人
弁
護

士
は
警
鐘
を
鳴
ら
す
。

警
察
庁
の
０９
年
の
自
殺

統
計
で
、

原
因

・
動
機
を

７
区
分
に
分
類
す
る
と
、

「経
済

・
生
活
閥
題
」
を

含
む
人
は
８
８
７
７
人
で

０８
年
よ
り
１３

。
１
夕
増
加

し
、

最
も
増
加
率
が
高
か

っ
た
。

さ
ら
に
多
か

っ
た

の
が

「健
康
問
題
」
。
１

万
５
８
６
７
人
と
最
も
多

く
、

こ
の
う
ち

「う
つ
病

の
影
響

・
悩
み
」
を
含
む

人
が
６
９
４
９
人
に
上

っ

た
。

他
の
区
介
は
▽
家
庭

問
題
４
１
１
７
人
▽
勤
務

問
題
２
５
２
８
人
▽
男
女

問
題
１
１
２
１
人
、

な
ど
。

日
本
い
の
ち
の
電
話
運

盟
が
毎
月
１０
日
に
実
施
す

る

「自
殺
予
防
い
の
ち
の

電
話
」
に
は
０９
年
、

自
殺

窓
向
者
か
ら
の
相
談
が
９

７
３
１
作
あ

っ
た
。

原
因

は
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、

相
談

者
の
８
割
前
後
は
精
神
科

な
ど
で
治
療
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
人
だ
と
い
う
。

連
盟
の
斎
藤
友
紀
雄
篤

務
理
事
は

「医
療
に
つ
な

が

っ
て
い
な
が
ら
、

『
死

に
た
い
気
持
ち
』

へ
の
ケ

ア
が
受
け
ら
れ
て
い
な
い

実
態
が
あ
る
」
と
分
析
。

「生
活
不
安
を
訴
え
る
若

年
層
は
多
い
が
、

そ
れ
だ

け
が
自
殺
の
理
由
で
は
な

い
。

自
殺
を
志
向
す
る
人

へ
の
ケ
ア
の
シ
ス
テ
ム
を

つ
く
る
こ
と
が
理
想
だ
」

と
訴
え
る
。　
　
ｉ

者
の
数
）
は
０８
年
に
続
い
て
過
去
最
悪
を
更
新
し
、

惹
年
層
の
自
殺
の
深
刻
ぶ
り
が
浮
か
ん
だ
。

原
因

・

動
機
に

「失
業
」
が
含
ま
れ
る
自
殺
者
は
０８
年
比
で

７
割
近
く
増
加
し
た
。

不
況
が
着
年
層
に
も
暗
い
影

を
落
と
す
。

一
方
、

支
援
関
係
者
ら
は
、

職
場
に
と

ど
ま
る
人
々
に
も
リ
ス
ク
は
広
が

っ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。

　

　

　

　

　

　

【鮎
川
耕
史
、

合
田
丹
業
】

匿名 の電話 を受 け る 「いの

ちの電話」相議員=東 京都

内 で 4月 、五味香織撮 影


